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やまもと

本 伸
のぶゆき

幸

　

足
尾
銅
山
は
、
１
６
１
０

年
（
慶
長
15
年
）
に
備
前
の

国
の
２
人
の
農
民
、
治じ

ぶ部
と

内く

ら蔵
に
よ
り
発
見
さ
れ
た

と
い
わ
れ
る
。
領
主
は
二
人
の
功
績
を
記
念

し
、
そ
の
山
を
備
前
楯
山
と
名
付
け
た
。
江

戸
末
期
に
近
づ
く
頃
に
は
操
業
休
止
状
態

だ
っ
た
足
尾
銅
山
だ
が
、
明
治
前
期
の
民
営

化
で
経
営
権
を
得
た
古
河
市
兵
衛
に
よ
っ
て
、

１
８
８
１
年
（
明
治
14
年
）
の
新
鉱
脈
の
発

見
を
皮
切
り
に
、
次
々
と
大
鉱
脈
が
発
見

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
製
錬
期
間
を
大
幅
に
短

縮
す
る
ベ
ッ
セ
マ
ー
式
製
錬
法
導
入
や
水
力

発
電
に
よ
る
鉱
山
の
電
化
等
の
技
術
革
新
に

よ
っ
て
、
高
度
に
近
代
化
が
進
ん
だ
。

　

明
治
20
年
代
に
は
国
内
の
銅
総
生
産
量
の

40
％
近
く
を
足
尾
銅
山
が
占
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。一
方
、こ
の
近
代
化
の
過
程
で
、坑
木

や
石
炭
製
錬
用
燃
料
と
し
て
森
林
の
過
剰
伐

採
が
行
わ
れ
、周
辺
の
森
林
で
大
規
模
な
荒
廃

が
進
ん
だ
。こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の

が
、銅
の
製
錬
過
程
で
発
生
し
た
亜
硫
酸
ガ
ス

を
含
ん
だ
鉱
煙
で
あ
る
。足
尾
山
地
の
多
く
の

森
林
は
枯
死
し
、植
生
の
自
然
回
復
は
阻
害
さ

れ
、脆
弱
な
地
質
、急
峻
な
地
形
と
相
ま
っ
て

土
砂
流
出
や
落
石
等
が
頻
発
す
る
事
態
が
生

じ
た
。ま
た
、１
８
８
７
年（
明
治
20
年
）に
は
、

近
隣
の
松
木
村
で
大
火
が
あ
り
、中
禅
寺
湖
に

匹
敵
す
る
１
，１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
の
森

林
が
失
わ
れ
た
。

　

１
８
９
７
年（
明
治
30
年
）、森
林
荒
廃
対
策

と
し
て
、国
は
鉱
業
主
に
対
し
鉱
毒
予
防
工
事

命
令
を
発
す
る
と
と
も
に
、東
京
大
林
区
署

（
現
在
の
関
東
森
林
管
理
局
）及
び
栃
木
県
・
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群
馬
県
に
対
し
、荒
廃
山
地
を
復
旧
す
る
た
め

の
訓
令
を
発
出
し
た
。足
尾
官
林
復
旧
事
業
の

開
始
で
あ
る
。事
業
は
そ
の
後
、足
尾
国
有
林

復
旧
事
業
と
名
称
を
変
え
、治
山
事
業
や
造
林

が
続
け
ら
れ
た
。し
か
し
、煙
害
終
息
は
困
難

を
極
め
、や
が
て
第
二
次
世
界
大
戦
激
化
と
と

も
に
、事
業
も
一
旦
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。

　

戦
前
期
の
足
尾
と
林
業
と
の
関
連
で
触
れ

て
お
き
た
い
の
が
、か
つ
て
皇
海
山
西
麓
に

あ
っ
た
古
河
鉱
業
根
利
林
業
所
で
あ
る
。林
業

所
は
１
８
９
８
年
（
明
治
31
年
）に
開
設
さ

れ
、１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）の
閉
所
ま
で
、

当
時
、東
洋
一
の
製
材
所
と
謳
わ
れ
た
銀
山
平

製
材
所
と
と
も
に
、坑
木
、矢
板
、下
駄
材
な
ど

の
用
途
に
、多
く
の
木
材
を
産
出
し
た
。森
林

が
切
り
拓
か
れ
、林
業
所
で
働
く
人
び
と
に

よ
っ
て
、砥
沢
、平
滝
と
い
っ
た
林
業
集
落
が

形
成
さ
れ
た
。戦
後
、三
陸
木
材
工
業
に
よ
っ

て
１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）に
木
材
チ
ッ
プ

を
主
製
品
と
し
て
施
設
は
再
開
さ
れ
る
が
、昭

和
39
年
（
１
９
６
４
年
）閉
鎖
さ
れ
、今
は
集

落
の
名
残
を
留
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

戦
後
の
治
山
事
業
は
１
９
４
７
年（
昭
和
22

年
）に
国
有
林
を
中
心
に
、林
野
庁
前
橋
営
林

局
（
当
時
）に
よ
り
再
開
さ
れ
た
。１
９
５
６

年（
昭
和
31
年
）に
は
国
と
栃
木
県
と
の
間
で

協
議
が
行
わ
れ
、前
橋
営
林
局
は
足
尾
ダ
ム
上

流
部
の
国
有
林
の
荒
廃
地
で
、栃
木
県
は
製
錬

所
に
隣
接
す
る
人
家
や
道
路
、鉄
道
の
上
部
に

あ
る
民
有
林
の
荒
廃
地
を
中
心
に
治
山
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、１
９
５
７
年（
昭
和

32
年
）か
ら
は
民
有
林
で
も
治
山
事
業
が
本
格

的
に
開
始
さ
れ
た
。こ
の
役
割
分
担
に
基
づ

き
、現
在
も
国
と
県
は
協
力
・
調
整
を
行
い
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

戦
後
の
治
山
事
業
を
担
っ
た
一
人
で
あ
る

赤
間
光
三
郎
さ
ん
の
ご
子
息
・
赤
間
照
男
さ
ん

（
有
限
会
社
赤
間
造
林
土
木
専
務
）に
よ
る
と
、

光
三
郎
さ
ん
が
本
格
的
に
足
尾
治
山
事
業
に

関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
５
６
年

（
昭
和
31
年
）か
ら
だ
と
い
う
。
前
橋
営
林
局

大
間
々
営
林
署
水
源
造
成
事
業
の
担
当
と
し

て
、
久
蔵
沢
や
安
蘇
沢
源
流
部
に
植
林
し
た
。

「
大
雨
が
降
る
と
、
川
が
す
ぐ
増
水
し
、
道
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
山
か
ら
帰
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
」。

　

足
尾
の
荒
廃
地
の
地
表
面
は
細
か
な
石
で

覆
わ
れ
、わ
ず
か
に
残
っ
た
土
砂
も
長
年
の
煙

害
で
酸
性
化
し
、養
分
に
乏
し
い
と
い
う
特
殊

な
形
態
の
荒
廃
地
で
あ
る
。そ
の
た
め
、当
時

開
発
さ
れ
た
ば
か
り
の
植
生
盤
（
土
と
肥
料

と
種
子
を
混
ぜ
て
固
め
た
も
の
）を
用
い
た
筋

工
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
技
術

は
、そ
の
後
の
植
生
袋
・
植
生
土
嚢
・
植
生
マ
ッ

ト
開
発
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

昭
和
40
年
代
に
は
当
時
の
最
新
技
術
で
あ
っ

た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
航
空
実
播
工
を
本

格
的
に
導
入
し
、急
速
か
つ
大
面
積
を
対
象
と

し
た
緑
化
技
術
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
の
結
果
、１
９
５
６
年
（
昭

和
31
年
）に
は
約
１
３
，０
０
０
ha（
う
ち
激
甚

荒
廃
地
３
，１
５
５
ha
）あ
っ
た
荒
廃
地
の
う

ち
、民
有
林
、国
有
林
合
わ
せ
て
１
，４
４
８
ha

の
緑
が
回
復
し
た
。現
在
で
は
、降
雨
後
に
河
川

が
濁
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
と
と
も

に
、明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
多
数
発
生
し
た

土
砂
流
出
な
ど
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
は
、環
境
学
習
の
場
と
し
て
、多
く
の
学

生
・
企
業
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪
れ
、植
樹

活
動
を
行
う
な
ど
、幅
広
い
層
に
よ
っ
て
、緑
の

復
元
が
支
え
ら
れ
て
い
る
。秋
野
峯
徳
さ
ん（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
会
長
）は
足

尾
に
生
ま
れ
、こ
の
地
域
で
長
く
暮
ら
し
て
き

た
。以
前
は
子
供
た
ち
に
絵
を
描
か
せ
る
と
、茶

色
の
山
肌
な
の
で
、茶
色
の
ク
レ
ヨ
ン
ば
か
り

が
な
く
な
っ
た
。今
で
は
、そ
の
山
の
多
く
が
緑

に
覆
わ
れ
て
い
る
、「
故
郷
に
緑
が
増
え
て
い
く

の
は
良
い
」と
秋
野
さ
ん
は
話
す
。

　

広
大
な
荒
廃
地
の
復
旧
を
行
っ
た
歴
史
、技

術
開
発
等
の
背
景
か
ら
毎
年
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国

際
協
力
機
構
）の
現
地
研
修
が
行
わ
れ
る
な

ど
、国
内
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、海
外
技
術
者
へ

の
技
術
発
信
の
場
と
も
な
っ
て
お
り
、教
育
・

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
も
林
業
遺
産
へ
の
登

録
は
意
義
深
い
。髙
木
義
晴
さ
ん
（
関
東
森
林

管
理
局
）は
、「
林
業
遺
産
を
通
し
て
、治
山
、砂

防
と
い
う
言
葉
を
広
く
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
語
っ
た
。足
尾
の
緑
の
復
元
は
、多
く
の
人

び
と
の
弛
ま
な
い
営
み
に
よ
っ
て
、今
日
の
姿

が
あ
る
。
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